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令和３年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 

 

バイオテロ対策のための備蓄されている細胞培養痘そうワクチンの備蓄等、バイオテロ病原体への検査対応、 

公衆衛生との関連のあり方に関する研究 

分担報告書 

 

分担研究課題名 バイオテロ対応ホームページのアップデートとバイオテロ対策支援方法の開発 

 

 

所 属 東京大学医科学研究所附属病院 

                                       研究分担者    安達英輔 

 

 
 
A. 研究目的 

昨今の国際情勢を鑑みるとテロリズムへの懸念は弱

まることはなく、生物製剤を用いたバイオテロに対し

ても十分な対応が必要である。特に 2021年の東京オ

リンピック・パラリンピックを控えた日本では対策強化

が不可欠であった。本研究では、バイオテロ対応ホ

ームページを通じて、使用される可能性のある病原

体の特徴や発生時の応急対応などを広く情報提供し、

有事の際の混乱を最小限に留めることを目的とする。

さらに、ホームページ以外の方法でも効果的な支援

方法を検討する。 

 

B. 研究方法 

バイオテロホームページの作成と最新の情報への更

新を行う。 

 

【倫理面への配慮】 

公表された情報のみを研究材料とするため、倫理面

への特別な配慮は必要ない。 

 

C. 研究結果 

COVID-19 に関する簡単な項目の追加と、メリオイド

ーシス(鼻疽菌・類鼻疽菌)のアロマスプレーを介した

米国の事例などによる注意喚起を追加した。 

 

D. 考察 

ホームページ更新のアクセス数については昨年度よ

り減少している月もあった。一昨年度、COVID-19 の

影響で大きくアクセス数を伸ばしており、その反動に

よる減少と考えている。COVID-19流行以前からは増

加している。 

 

E. 結論 

ホームページアクセス数は増加傾向にあり、情報提

供源として一定の役割を果たしていることが確認でき

た。バイオテロへの認識向上に効果的である可能性

が示唆された。COVID-19 の流行から SARS など過

去のコロナウイルス感染症への情報提供も求められ

ていることなどが伺われた。2021 年は東京オリンピッ

クが開催されるなどバイオテロ対策にとって重要なイ

ベントが多く、ホームページのアクセス数からも重要

性が認識された。バイオテロに使用されうる病原体や

各疾患の特徴などを閲覧できるホームページの継続

的な改訂は今後とも継続していく必要がある。 

 

F. 健康危険情報 

該当なし 
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研究要旨： COVID-19 に関する簡単な項目の追加と、メリオイドーシス(鼻疽菌・類鼻疽菌)のアロマスプ

レーを介した米国の事例などによる注意喚起を追加した。ホームページ更新のアクセス数については昨

年度より減少している月もあったが、一昨年度、COVID-19 の影響で大きくアクセス数を伸ばしており、そ

の反動による減少と考えている。全体としては COVID-19流行以前からは増加している。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし

 

  


